
令和４年度  南 陽 園 事 業 報 告 

 

 南陽園の事業運営については、令和 4 年度介護保険事業計画に定めた基本方針及

び南陽園事業計画に基づき、ご利用者の方々が快適にお過ごしいただけるようサー

ビスマナー向上に努め、ご利用者の尊厳を守り、満足度を高めるサービスの推進に

努めた。 

 

１ 利用者の状況 

  年間平均利用率は 94.4％で、目標値の 97.0％を大幅に下回る結果となった。こ

れは、複数回にわたるコロナクラスターの影響によるものである。4 年度の年間

延入院者数は 7,549 名、1 日平均 20.68 名（前年度延 6,428 名、1 日平均 17.61 名）

でコロナクラスターの影響もあり増加した。年間退所者数は 61 名で昨年度の 67

名を下回った。年間平均要介護度は予算目標 4.05 に対し、年間平均 4.22 であっ

た。 

 (1) 利用者の概況  

区   分  3 年度 4 年度 

定 員 242 名 242 名 

ショートステイ定員 12 名（24 名） 12 名（24 名） 

年 間 延 利 用 人 員 89,767 名 87,495 名 

１日平均利用人員 245.9 名 239.7 名 

利 用 率 96.8％ 94.4％ 

平  均  年  齢 87 歳 10 ヶ月 87 歳 6 ヶ月 

最  高  齢  者 105 歳 106 歳 

平 均 在 籍 年 数   3 年 11 ヶ月   3 年 10 ヶ月 

最 長 在 籍 年 数   26 年 8 ヶ月   27 年 8 ヶ月 

年 間 入 所 者 数 59 名 63 名 

年 間 退 所 者 数 67 名 61 名 

  ※１ ショートステイ定員の（  ）内は、空床利用の定員を示す。 

   ２ 「年間利用人員」「月平均利用人員」「利用率」は、ショートステイを含む。  

 



 

 (2) 日常生活動作等の状況              （年間平均） 

区  分 

3 年度 4 年度 

人 数 

（名） 

割 合 

（％） 

人 数 

（名） 

割 合 

（％） 

食 事 介 助 者  83 34.3 79.9 33.0 

排 泄 介 助 者  192 79.3 192.4 79.5 

着 脱 衣 介 助 者 176 72.7 171.7 70.9 

寝 返 り 介 助 者 122 50.4 121.0 50.0 

移 動 介 助 者  157 64.9 165.5 64.2 

整 容 介 助 者  164 67.8 158.9 65.7 

入浴介助者(特殊浴) 132 54.5 135.1 55.8 

入浴介助者(一般浴) 80 33.1 76.4 31.6 

 (3) 要介護度の状況                 （年間平均） 

区  分 

3 年度 4 年度 

人 数 

（名） 

構 成 比 

（％） 

人 数 

（名） 

構 成 比 

（％） 

要 介 護 5 110.2 47.2 89.4 42.6 

要 介 護 4 76.6 32.8 80.4 38.3 

要 介 護 3 41.6 17.8 36.0 17.2 

要 介 護 2 5.0 2.2 4.0 1.9 

要 介 護 1 0 0 0 0 

平均要介護度  4.25 4.22 

 

２ 施設運営基本方針の実施状況(概要外特記事項) 

(1) 地域との協働と社会貢献 

今年度も地域のケアマネジャーや地域包括支援センターと連携を図りながら、

緊急保護を要する要介護高齢者のショートステイへの早急な受け入れや、困難

ケースの入所に向けた支援等を、感染予防に留意しつつ積極的に行った。 

近隣の小学校の福祉教育の一環として福祉授業への講師派遣や認知症サポー

ター養成講座開講等、地域とともに協働しながら社会貢献を行う事ができた。 

また各障碍者就労支援団体からの職業訓練生を受け入れて、訓練を通じて就

労を支援した。  

ボランティア活動状況は、コロナ禍において活動規模を縮小していたが、今

年度は延 511 名（昨年度延 456 名）と多くの方々にご協力をいただけた。 



 (2) ご利用者中心のサービスの提供 

   ご家族の医療ニーズを確認しつつ、浴風会病院及び他医療機関との連携を図

り、ご利用者の重度化に対応した。  

   感染症予防のためインフルエンザの予防接種を 194 名に実施した。合わせて

標準予防策の励行、看介護職員のアルコールジェル消毒薬の携行のほか、各階

の清掃・消毒を日々実施した結果、インフルエンザの発生はなかった。 

肺炎球菌ワクチン予防接種については、利用者ご家族のご希望と同意のもと、

5 名に実施した。  

緊急やむを得ない身体拘束者については 3 月末で 1 名であり、今後も身体拘

束ゼロを目標とし廃止に向けて取り組んでいく。 

(3) 専門職の連携を活かした職場づくり 

法人研修企画部による内部研修（新規採用及び登用者の新人職員研修・階層

別研修等）や、三特養合同新人職員研修・フォローアップ研修、サブリーダー

を中心に月 1 回開催する施設内研修、及び外部研修への参加（リモート含む）

を感染症に留意しながら計画的に進め、職員のスキルアップに努めた。 

なお内部研修への参加者は年間 474 名（昨年度 338 名）、外部研修への参加者

は年間 80 名（昨年度 84 名）であった。 

アクティブ福祉 in 東京'22 はコロナ禍の影響により、収録による Web での開

催となり、『手作り布マスクとお手玉からつながる地域の輪』を発表し、テーマ

C の優秀賞をいただいた。また、法人職員実践研究発表会では『「PEAP」を取り

入れた認知症高齢者への生活環境における取り組み』を発表し、優秀賞をいた

だいた。 

また、東京都社会福祉協議会高齢者福祉施設協議会職員研修委員会に幹事と

して 2 名をそれぞれ派遣した。 

 (4) 安定的経営基盤の確保  

   法人本部との連携しつつ、外国人介護士の採用も含めた職員雇用の努力を

行った。ケアワーカーにおいては、法人の介護職員初任者研修等受講料貸付制

度を活用して実務者研修を受講し、スキルアップと職員の定着に努めているが、

近年の厳しい人材確保状況を反映して、派遣職員の採用に頼らざるを得ない状

況であった。 



３ 利用者へのサービスについて 

  サービスの提供に当たっては、ご利用者・ご家族の意向を伺い、施設サービス

計画書を策定し、同意を得た上で介護サービスを提供した。 

食事は、管理栄養士を中心に栄養マネジメントを適切に実施する他、食事懇談

会や食事委員会、管理栄養士のミールラウンド等により、ご利用者の嗜好を献立

に反映させ、喜ばれる食事の提供に努めた。更に食事に楽しみを持っていただけ

るよう、選択食・行事食の充実と環境作りに努めた。 

嚥下機能が低下したご利用者には、訪問歯科医による頚部聴診・嚥下内視鏡に

よる評価に基づく食形態・介助方法による食事提供、多職種による食事場面観察

及び多職種会議による経口摂取維持への取り組みを継続した。  

入浴は、ご利用者の身体状況を観察しながら、安全で快適な入浴を週 2 回実施

した。 

排泄は、高吸収タイプの紙オムツを導入することで、夜間の排泄交換の回数を

減らすことができ、ご利用者の安眠につながった。 

移乗介助は、スライディングボードやフレックスボードを活用して、安全に配

慮した移乗介助に努めた。また着脱、体位変換等の介護も、施設サービス計画に

基づいて適正に行った。 

  健康管理は、ケアワーカーと看護師が連携し日常の健康状態を把握し、状態変

化時の早期発見・早期治療に努めた。4 年度の入院件数は 197 件（前年度 174 件）

であった。 

機能訓練は、機能訓練指導員による歩行訓練、関節可動域訓練等の他、ご利用

者が生活意欲を持って日々の生活を過ごせるよう作業活動にも力を入れ、多くの

作品を作成し展示した。また、ケアワーカーと協働し日常生活を通じて機能維持

を図る動作訓練を、個別機能訓練計画に基づいて実施した。  

サービスマナー向上については、マニュアルを活用した職員研修を開催し、サー

ビスマナーの向上に努めた。また「虐待の芽チェックリスト」を用いて職員一人

一人が自己点検を行い、フロアごとの課題を明確にし、不適切ケア・虐待防止に

努めた。 

その他、各種セラピーやクラブ活動、外出支援等は 4 年度を通じてコロナ禍に

おいて中止や規模縮小となった。  



４ 施設の運営・管理について 

 (1) 苦情、虐待対応及び個人情報保護について 

   4 年度のショートステイを含むご家族等からの苦情は 9 件であり、各ケース

とも誠意を持って迅速に対処した。また玄関ホールに苦情報告ファイルを常設

して、情報公開を行った。虐待及び個人情報保護案件はなかった。  

   なお、苦情の内容は（別表 2）のとおりである。  

 (2) 家族会の開催及び家族との連携について  

   4 年度は新型コロナウイルス感染予防のため、通年フロアでの面会を中止と

し、まん延防止等重点措置発出期間以外は予約制で 1 階ロビーの面会コーナー

での面会とした。また 4 月の全体家族会は Zoom を活用したリモートでの開催

としたが、秋のフロア家族懇談会は中止した。 

面会制限に伴い、日頃から状態変化時のこまめな電話連絡や、毎月のフロア

新聞の発行及び、文書の送付等により、ご家族との連携強化に努めた。 

 (3) 業務の見直しと改善について  

東京都の ICT 導入支援補助金を活用して導入したインカムシステム、タブ

レット端末、非接触型ベッドセンサー（パラマウントベッド製眠りスキャン）

を活用し、業務負担軽減と業務効率化を目指した。 

(4) 職員の健康管理及び労働災害の防止について  

  職員定期健康診断を 4 月に実施し 121 名、夜勤業務に携わる職員は、2 回目

を 10 月に実施し 71 名が受診した。また、腰痛検診を年 2 回実施した。健診結

果報告書は各自に渡し、所見のあった職員は再診を行うように促した。 

『労働安全衛生法の一部を改正する法律』等に基づくストレスチェックを正

職員および契約職員に実施し、137 名が受診した。さらにインフルエンザの予

防接種を、派遣職員も含めて 134 名の職員に対し実施した。  

   また、業務災害 20 件（新型コロナウイルス感染症 15 件を含む）の申し出が

あり、労働基準監督署に療養給付請求書等を提出した。  

(5) 火災の予防と訓練について  

   防災対策として毎月の自衛消防訓練並びに法人による救命講習に参加し、防

災意識の向上及び安全対策に努めた。 

 



５ ショートステイの受け入れについて 

  ショートステイ年間延利用者数は 10,871 名、1 日平均 29.8 名で、利用者数は 6

年連続で延 1 万人を超えている。 

介護者の疾病や不測の事態および虐待等により、緊急に保護を要する要介護高

齢者の緊急ショートステイの受け入れを、地域の社会資源としての大きな役割と

捉え、近隣居宅介護支援事業所ケアマネジャーや地域包括支援センターと連携し、

可能な限り受け入れるよう努めた。  

  4 年度の緊急受入件数は 17 件、延利用者数は 311 名であった。また送迎サービ

スはご要望にできるだけ応じるべく南陽園の公用車も活用し、693 件（前年度 682

件）のご利用があった。 

 

６ 南陽園事業計画の実施状況について 

  全体目標、各委員会・会議目標、各職域目標を定め、サービス向上に向けて目

標達成に努めた。  

（1）全体目標の取り組み実施状況  

外部専門家機関（保健所、東京都即応支援チーム）や浴風会病院の協力を得

ながら新型コロナウイルス感染症予防の徹底を図った。さらに、職員各自に検

温、標準予防策の徹底を図ると共に、ガウンテクニックの実技研修を実施した。

しかし、各階で新型コロナウイルスによるクラスターが発生し、ご利用者 133

名、職員 87 名が罹患した。この間、浴風会病院はじめ、各方面から多大な支援

と協力を得たことで集団感染を終息することができた。  

LIFE（科学的介護情報システム）の取得拡大については、3 特養で検討した

結果、5 年度より『科学的介護推進体制加算（Ⅱ）』を取得することになった。 

ICT については、インカム、タブレット端末、眠りスキャン（見守り支援シ

ステム）に関して、職員へ活用状況のアンケートを実施した。インカムに関し

ては、多少電波環境の問題はあるものの、タブレット端末や眠りスキャンの活

用は、使用目的・頻度が増え、介護業務負担軽減と業務効率化を図ることがで

きた。 

施設整備においては、中期大規模修繕計画を基にボイラー機器等の更新を

行った。 



(2) 各会議・委員会目標の取り組み実施状況  

【リーダー会議】 

ガウンテクニック等の定期的な指導・研修を行い、感染症に対する意識を強

く持ち、ご利用者の安全・安心な生活が確保できるよう努めた。 

   インカムは多少電波環境の問題はあるが、職員間のコミュニケーションツー

ルとして活用できている。また、タブレットは持ち運べるメリットを活かし、

リアルタイムで入力することができ、活用頻度としては前進している。さらに

眠りスキャンは、看取り対応中のご利用者に活用することで、睡眠状態・呼吸

数・心拍数等、ご利用者の状態把握に努めることができている。 

【サブリーダー会議】  

介護マニュアルを基に新人育成に取り組み、指導職員と情報共有しながら新

人チェックリスト、DO リストを活用し育成に努めた。進捗状況はリーダーと情

報共有し、今後の指導計画を相談することができた。 

新型コロナウイルスによるクラスターの影響を受け、実施できなかった職員

研修もあったが、感染症対策としてガウンテクニックの実技研修、ストレスマ

ネジメントの一環としてアンガーマネジメントの研修を行なう等、現状に即し

た研修を取り入れた。 

サブリーダー会議において、年度当初及び、定期的に介護マニュアルを見直

し、現状に見合ったマニュアルを整備した。 

【身体拘束廃止委員会】 

多職種連携で 2 週間毎のカンファレンスを実施し、拘束解除の方法を検討す

ることで拘束者を減らすことに繋がった。また、委員会の中で現状の安全対策

方法が身体拘束に当てはまるのかを検討、サービス経営会議で意見を求め、ご

利用者目線で身体拘束か否かを考えるきっかけに繋がった。 

   ご家族来園時や電話連絡等で拘束者の近況、解除に向けた取り組みを報告す

ることで、拘束していることによる問題について理解を得ながら進めることが

できた。 

   リーフレットに関しては、発信が不十分であり、身体拘束に関する職員の意

識が組織として高められなかったことが課題であり、次年度への取り組みとし

て継続する。 



【褥瘡防止対策委員会】 

新型コロナウイルスによるクラスターの影響を受け、すぐに受診に繋げられ

なかったケースや栄養状態が低下して褥瘡に繋がってしまったケースもあった

が、褥瘡予防計画書に基づき、多職種と連携すし、日々のスキンケア、皮膚の

状態変化の早期発見に努め、皮膚状態の悪化予防をすることができた。 

【機能訓練委員会】 

都度多職種で情報を共有し、ご利用者に対して安全な環境整備に努めたが、

「移乗方法選定シート」の活用が十分にできたとは言えず、次年度の課題とし

て継続する。 

新型コロナウイルスによるクラスターの影響を受け、移乗方法の再確認を目

的とした全体研修の実施はできなかったが、次年度は、新入職員でも的確な介

助が行えるよう、フロア単位での研修を計画していく。 

福祉用具のチェック表を活用することで、ご利用者の日々の状態変化に応じ

て車椅子や備品の変更を行うことができた。しかし、車椅子やクッションの代

替品を使用したまま、本来の福祉用具に戻されていないことがあったため、管

理方法も含めて検討していく。 

【ケアプラン委員会】  

主に新人職員を対象としたアセスメント作成についての研修を行い、アセス

メントの意義や、作成するにあたっての考え方等の講義・演習を行った。ま

た、アセスメントを基に施設サービス計画書を作成し、個々のニーズに沿った

支援に努めた。 

   昨年度より導入した LIFE に関しては、3 特養の専任介護支援専門員を中心

に討議を重ね、5 年度に科学的介護推進体制加算（Ⅱ）を取得する方向となっ

た。 

【サービスマナー委員会】 

年度当初に「虐待の芽チェックリスト」のセルフチェックを実施し、結果を

もとに各フロアの課題を掲げ、改善に向けた取り組み（啓発ポスターの掲示、

勉強会等）を計画し、サービスマナーの向上に努めた。新型コロナウイルスに

よるクラスターの影響を受け、予定していた計画が実施できないこともあり、

大きな改善は見られなかった。委員とリーダー層がサービスマナー向上に対す



る取り組みへの連携、継続した指導を行う必要があった。 

【口腔ケア委員会】 

食事場面を多職種がラウンドし、食事摂取状況、食事環境を確認し、委員会

において訪問歯科医師・衛生士を交え、適切な支援方法を検討した。また、嚥

下機能の確認が必要なご利用者には、訪問歯科医師に頚部聴診・嚥下内視鏡検

査を依頼し安全な食事に繋げた。 

口腔ケアが困難なご利用者に対しては歯科衛生士に相談・指導を受けながら、

適切な介助を行い、衛生を保つことができた。 

口腔アセスメントシートは作成したままで、振り返り、活用、更新ができな

かったため、シート内容の見直しの必要があった。 

【食事委員会】 

行事食は、季節を感じていただけるよう提供し、選択食は、ご利用者の希望

を取り入れた中から選んでいただくことで、四季や楽しさを感じていただけた。

ご利用者の食事環境についても、フロアで BGM を流したり、行事や選択食の際

は、ポスターを貼ったり、楽しんでいただける空間作り、雰囲気を提供した。

また、現在の選択方法ではご利用者自ら選択することが難しく、もう少し選択

がしやすくなるような工夫も必要と感じた。 

食事に対する意見や相談は、給食委託業者とも共有し、改善に向けて取り組

むことで事故が起きることなく安全に食事を提供することに繋がった。 

【アクティビティ委員会】 

コロナ禍ではあるが、年間を通して感染防止の観点を持ちながら行事を開催

することができた。委員会としてボランティアの受け入れも制限がある中、ご

利用者の楽しみのある生活をどう維持していくかを検討し、フロア単位でレク

リエーションの充実を図り、実行した。 

   ホームページの更新に関しては遅滞することがあったが、機能訓練指導員の

協力もあり、月 2 回程度の更新はできた。 

【実習担当者会議】 

「介護内容一覧」を活用した実習指導ができ、実習生からは「根拠ある説明

をしてもらい学びが深まった」との意見もあり、今後も根拠ある指導を行い、

実りのある実習に繋げていきたい。しかし、マニュアルを活用した実習指導に



関しては、指導職員に上手く周知することができなかったため、来年度の課題

とする。 

   実習生への 1 日の振り返りは、指導職員及び、地域連携担当のどちらかが確

実に行い、進捗状況や困り事等はないか等、コミュニケーションを図ることで

目標達成に向けたサポートができた。 

 【感染防止対策委員会】 

   感染症対策として週 3 回のコロナウイルス検査を実施、また、体調管理と標

準予防策の徹底に関して都度会議等で発信した。クラスター発生時は出勤の都

度検査を実施し、感染拡大防止に努めた。 

   クラスター発生時は都度委員会を開催し、多職種間で情報共有とチームとし

て職務に当たり、早期終息に向け円滑に行うことができた。 

(3) 各職域目標の取り組み実施状況  

【事務室】 

基本的な標準予防策の徹底で自らの衛生管理を図りながら、来訪者の多い窓

口や 1 階ロビー等、共有部分の清掃・消毒は時間を決めて行った。特に入口付

近は多数の方が出入りするので、念入りに清掃した。  

電話や窓口応対では第一印象が大切となるため、速やかに対応、的確な応対

を心掛けた。 

備品管理については、日頃からコスト削減を意識して行った。特にクラスター

発生時は、衛生用品の備蓄に費用が掛かるため、在庫管理の徹底に配慮した。 

【栄養室】 

フロアラウンド時、ご利用者の状態把握に努め、ケアワーカーの意見、看護

師からの検査データーを基に、多職種で栄養ケアマネジメントを実施し、ご利

用者の栄養状態の維持、改善に取り組めた。 

例年通り行事食を実施することができ、ご利用者に喜んでいただけた。また、

食事懇談会や委員会で出た意見を給食委託業者と連携し、選択食やデザートバ

イキングに取り入れ実施し、楽しんでいただいた。 

【医務室】 

日々のラウンドでご利用者の状態を把握すると共に、多職種と連携を図り情

報交換を行うことで、ご利用者の体調変化に気づけ、迅速な対応ができた。 



   コロナウイルス感染拡大を防止することは困難であったが、病院や保健所と

連絡を取り連携を図ることで、ご利用者の治療・安全な生活に繋げることがで

きた。また、全職員がマニュアルに沿った感染防止策を再確認・徹底すること

で、フロアを超えた感染症対応を行うことができた。 

【機能訓練室】 

褥瘡の予防と早期改善に取り組んだことで新規発生者、再発者の増加はない

が、他職種と皮膚トラブルの情報共有が遅れ、速やかな対応ができなかったこ

とがあった。情報共有を徹底すると共に体圧測定シートを引き続き活用するこ

とで圧迫リスクの高い部分を目で見える形で抽出し予防と改善につなげていく。 

リフトの活用は対象者の選定が困難なこともあり、大きな進展を生むことが

できなかったが、機能訓練委員会で移乗方法選定シートを使用し、ご利用者の

状態変化時に移乗方法の見直しを実施した。 

コロナ禍で作業活動やボランティア活動、介護予防活動の実施が困難な時期

もあったが、ご利用者の活動内容の多様性や地域との関わりを広げることがで

きた。地域からのご寄付による「懐かしの昭和展」は、ご利用者の楽しみにつ

ながり、「つながるフェスタ」では会内ではあるものの、数年ぶりに施設外での

展示となった。また、Zoom を活用することで保育園児との交流を持つこともで

き、ご利用者の楽しい時間に繋げることができた。 

【生活相談員】 

コロナ禍による面会・入館制限が継続し、ご利用者家族や後見人等とのコミュ

ニケーションの機会は限られたものとなってしまった。その様な中でも、電話

や Zoom 等を用いたリモート面会等の活用や、見学者の対応の際には写真やタ

ブレットを活用しながら、できるだけ相談しやすい関係形成の構築に留意した。 

ショートステイご利用者の自宅でのサービス担当者会議も減少傾向が継続し、

訪問の機会も限定的となっているが、居宅ケアマネジャーからの照会への対応

や電話等による連携を図り、緊急ショートステイの受入も可能な限り推進した。

その結果、年間で 17 件、延べ 311 名の緊急ショートステイを受け入れるととも

に、新たな居宅ケアマネジャーとの関係性構築にも繋がった。結果、ショート

ステイについては、年間新規契約件数 128 件（前年度 96 件）と大幅に増加し、

年間延べ 10,871 名のショートステイご利用者の受け入れを行なった。 



利用率確保に向けては、毎月入所検討会を開催し速やかな入所調整に努めた。

しかしながら、新型コロナウイルス感染症のクラスター発生による影響もあり、

年間利用率は 94.4%と目標には届かなかった。欠員数は 1 日平均 12.0 名と昨年

度の 8.6 名と比しても大幅に増加してしまった。新型コロナウイルス感染症の

クラスターによる入所調整の遅延や待機者数の減少が一因と考えられる。次年

度以降の課題として取り組んでいく。  

【地域連携担当】 

コロナ禍での実習のため、実習初日（オリエンテーション時）に感染症予防

のレクチャーを行い、常に感染症に対して意識を持って実習に当たるよう意識

づけをした。また、クラスター発生時は担当フロアの変更・3 特養間で調整し

受入れを実施した。  

1 日の振り返りの時間以外にも実習生に声掛けをし、フロアの実習担当と協

力しながら有意義な実習となるよう努め、2 名の就職に繋げることができた。  

  ボランティア希望の問い合わせが徐々に増え、感染状況・感染予防を考慮し

た上で活動の再開に努めた。コロナ禍以前のようにはできなかったが、ご利用

者の楽しみに繋がる活動もでき、来園されたボランティアの方と積極的にコ

ミュニケーションを図り、活動しやすい環境づくりに努めた。  

【2 階】 

フロア費から各居室に環境整備の予算を振分け、居室担当を中心に居室ごと

の特色が出るよう取り組んだ。また、デイルームには季節ごとの装飾を行い、

ご利用者が季節感を味わっていただけるよう努めたが、使用した物品を片付け

ていないこともあり、ご利用者の生活の場という視点で今後改善していく必要

がある。 

   レク活動を推進するために係を配置し、毎週日曜日の午後に予定を立てた。

新型コロナウイルによるクラスター発生時等、職員の勤務状況によりレク活動

を実施できないこともあったが、レク活動実施時はご利用者が笑顔になり、職

員と共に楽しまれる場面も見られた。 

【3 階】 

感染症対策として清潔・消毒・清掃等を意識しご利用者の安全を守るために

努めたが、7 月にコロナクラスターが発生してしまった。今後は経験・反省を



踏まえ、以前にも増して食事前の手洗い・手指消毒、フロア内の環境整備に努

め、ご利用者が安心して生活を送ることができるよう支援していく。 

   デジタル機器の活用・記録等の効率化に関しては、9 月以降に手書きであっ

た全体連絡簿・東西ゾーンノートをパソコン上に移行し、各ゾーンにタブレッ

ト端末を設置することで、食事の記録の効率化を図ることができた。今後は日々

の状態等を含めた記録を充実させ、職員間で更なる情報共有ができるようにし

ていく。 

【4 階】 

職員のスキルアップ、専門性の向上を目的として年度の前半は、褥瘡に関す

る勉強会を開催したが、新型コロナウイルスによるクラスターが発生して以降、

勉強会を開催することができなかった。次年度は、2 月の研修報告会「認知症

ケアについて」で学んだ知識、手法を勉強会に取り入れ、チームケアの充実を

図っていく。 

コロナ禍で衛生面の改善を図り、ご利用者の方が安全に生活していただける

ようフロアの環境整備に取り組んだ。職員の役割を決めるも、継続的な発信が

少なかったため、個々では意識する職員はいたが、フロア全体として取り組み

はできていなかった。次年度は、今年度の反省も踏まえ、ご利用者にとって気

持ち良く生活できる場になるよう清潔環境を整えていく。 

【5 階】 

ご利用者への理解を深め、尊厳を守るため、職員のサービスマナー向上を目

指した。フロアとして勉強会を行う計画を立てたが、新型コロナウイルスによ

るクラスターが発生したため、計画通りの開催ができなかった。勉強会では認

知症に関する理解を高めていき、ご利用者への対応に繋がるような内容を取り

入れた。また、ゾーン会議ではスピーチロックがご利用者の尊厳を傷つけるこ

とに繋がることを話し合い、対応方法を考えた。 

ご利用者が生活の中で楽しみが持てるよう余暇時間を使い、塗り絵等一人ひ

とりが楽しめるレクリエーション及びご利用者全員で楽しめるようオミ・ビス

タや体操等を実施した。天気の良い日は、散歩や外気浴をする等、季節を感じ

て頂けるよう取り組んだ。行事の際にはご利用者と一緒に季節の飾りつけを制

作して飾る等、職員側で準備するだけでなくご利用者にも参加していただいた。 



 

７ 諸会議の実施状況について 

    サ ー ビ ス 経 営 会 議  48 回    身 体 拘 束 廃 止 委 員 会  12 回 

  ケ ア リ ー ダ ー 会 議   9 回    褥 瘡 予 防 対 策 委 員 会    12 回 

  ケアサブリーダー会議   8 回    ケ ア プ ラ ン 委 員 会   9 回 

  口 腔 ケ ア 委 員 会  12 回    サービスマナー委員会   9 回 

  事 故 防 止 対 策 委 員 会  12 回    ア ク テ ィ ビ テ ィ 委 員 会   9 回 

    安 全 衛 生 委 員 会   11 回        実 習 担 当 者 会 議     7 回 

    感 染 防 止 対 策 委 員 会    52 回    食 事 委 員 会     9 回 

    喀 痰 吸 引 等 安 全 委 員 会    12 回      食 事 懇 談 会   9 回 

    防 災 管 理 委 員 会    12 回      機 能 訓 練 委 員 会  10 回 

 

８ 主要行事等の実施状況について 

4 年度に実施したクラブ活動及び主要行事等は次のとおりである。  

(1) クラブ活動実施及び参加状況 

音 楽 リ ハ ビ リ（水曜日・2F～4F、5F） 0 回 （延  0 名） 

コ ー ヒ ー 喫 茶（日・月・火・金） 0 回 （延  0 名） 

書 道（火・金曜日） 12 回 （延 70 名） 

絵 画（日・月曜日） 0 回 （延  0 名） 

手 話 ダ ン ス（日曜日等） 0 回 （延  0 名） 

フ ラ ワ ー ア レ ン ジ メ ン ト（火・土曜日） 23 回 （延 144 名） 

パ ソ コ ン 教 室（木曜日） 0 回 （延  0 名） 

ア ー ト セ ラ ピ ー（不定期） 6 回 （延 24 名） 

ア ニ マ ル セ ラ ピ ー（月 1 回） 0 回 （延  0 名） 

新 ア ニ マ ル セ ラ ピ ー（隔月） 0 回 （延  0 名） 

園 芸 療 法（月 1 回） 0 回 （延  0 名） 

松 風 園 大 正 琴 ク ラ ブ（偶数月） 0 回 （延  0 名） 

ピ ア ノ 演 奏（随 時） 0 回 （延  0 名） 

ア コ ー デ ィ オ ン 演 奏（木曜日） 0 回 （延  0 名） 



ギ タ ー 演 奏（金曜日・随時） 0 回 （延  0 名） 

ビ デ オ 上 映 会（月 1 回） 0 回 （延  0 名） 

折 り 紙 の 会（月 1 回月曜日） 0 回 （延 0 名） 

将 棋 の 会（日・木・土曜日） 0 回 （延  0 名） 

俳 句 会（月 2 回） 0 回 （延  0 名） 

麻 雀 ク ラ ブ（月 1 回） 3 回 （延 3 名） 

                                                   計     延 241 名 

(2) 主要行事実施状況 （別表３）のとおり実施した。 

 

 

９ 寄付金等の状況について 

  今年度における寄付金は、故ご利用者（関ふじ様）による遺贈金 1,800,000 円と

その他ご家族及びご遺族の方より 9 件、総額 2,290,000 円をいただき、いずれも

ご趣旨にそって活用させていただいた。その中でも故関ふじ様の遺贈金よりエ

アーマット 10 枚を購入させていただいた。  


